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研究概要
単心室症は、機能する心室が一つしかなく、Fontan 型手術を代表とする右心バイパス術によりQOL は飛躍的に改善し

たが、肺動脈への循環には拍出を伴わず、全身の静脈圧が高くなることに起因する全身のうっ血や蛋白漏出性胃腸症を伴う

右心不全を呈し、また心拍出量低下に伴い容易に血行動態が破綻する。したがって、肺動脈への短絡部位に拍出を可能に

するポンプ機能を付与することにより、今後一層増加する成人先天性心疾患症例の QOLや生命予後の向上に大きく寄与

できると考える。ヒトiPS 細胞由来心筋組織を用いて拍動機能を有する Fontan 手術用人工血管を開発することで、単室

症症例への肺循環補助を可能にする新たな Fontan 型手術として治療応用を目指すことを最終目標とし、本研究では、人

工血管表面加工技術開発によりヒトiPS 細胞由来心筋シート付き人工血管を作成し、心筋シートの積層化や心筋成熟化な

ど我 の々基盤技術を踏まえた心筋組織の高機能化開発により、ex vivo において最大の脈圧を創りうる管状心筋組織の開

発を目標とする。
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